
それは 1 本の電話から始まった 

 

ある日、息子から『マイルが貯まったから使うか？』との電話があった。 

息子のお客様番号とパスワードを教えてもらって調べると約２０万マイルもあった。 

ＪＡＬも多少はあったが、ほとんどがＡＮＡであった。 

 

ＡＮＡの特典航空券はインドと東南アジアがゾーン４でほぼ同じマイル数であった。 

これならインド（デリーかムンバイ）で決まりかと思った。 

しかし、妻に話すとあまり良い顔をしない。 

確かに、インドには既に８回ほど行っており２年前に帰ってきたばかりである。 

他にどこか良い所はないかと更に調べると、何とハワイがほぼ同じマイル数である。 

退職してからいろいろな国を旅してきたが、定番のハワイには行ったことはなかった。 

ハワイなら妻もＯＫするだろうし、一度は行ってみたかったのでハワイを候補にした。  

妻はハワイには友人や娘と何回か行ったことがあるがすべてオアフ島での滞在である。 

今回は『ハワイ島の世界遺産キラウエア火山に行きたい』というリクエストがあった。 

 

オアフ島からハワイ島に行くツアーはいくつかあるが、日帰りツアーでも 1 人４万はかかる。 

2 人では８万円になる。 

個人手配でオアフ島からハワイ島に行くとしても 2 人往復で 5 万円はかかる。  

これに観光代や宿泊代を加えればツアーと同じ８万円はかかってしまう。  



ハワイ島はホテルもリゾートタイプが多く高額である。  

日本とハワイの間の航空運賃は息子のマイルを使えても、現地での観光代や宿泊代は私たちに

とっては大きな出費となる。 

 

どうにかして、リーズナブルな金額でハワイ島に行けないか。  

何日も何日も インターネットで調べた。  

 

そして…… 

ついに、見つかった！  

  

クルージングである。  

 

NORWEGIAN CRUISE LINE の Pride of America Cruise である。  

毎週土曜日の夜にホノルル島を出港して、マウイ島、ハワイ島、カウアイ島を１週間かけて巡り、

土曜日の朝に再びオアフ島に戻ってくる。 

クルーズ料金は 2 人で約４０万円からある。  

船賃、宿泊代、食事代、税金関係すべて込みである。 

ハワイ島だけではなくマウイ島やカウアイ島にまで行けるのである。 

 

即決した。 

 



７泊８日かけて飛行機で４島を回ったらどれ位の費用になるかはわからない。 

Pride of America Cruise は通年、航行しているのでスケジュールが立て易い。 

昼間観光して寝ているうちに次の島に着くのである。 

しかも、マウイ島とカウアイ島では 2 日間停泊し、ハワイ島ではヒロとコナの両方を２日間かけ

て訪れ、カウアイ島ではジェラシックパークで有名になった『ナパリコースト・シーニッククル

ーズ』もある。 

シーニッククルーズとはフィヨルドや氷河、噴火を続ける火山島など、洋上からしか見られない

ような景色の中を航海することである。 

 

あのナパリコーストを洋上から眺めることが出来るのである。  

マウイ島周辺の海ではクジラが見えるかもしれない。 

ハワイ島のキラウエア火山カルデラからは今も煙が上がっているだろうか。 

カウアイ島の映画「南太平洋・ブルーハワイ・ジェラシックパーク」のロケ地も訪れてみたい。 

シーニッククルーズはどんな航海になるのだろうか。 

 

Pride of America Cruise への期待はどんどん高まってきた。 

 

 

 

それでは、『Pride of America 乗船体験記』をお読みください。 


